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開発の内容

（行政課題プログラム）
　相談対応の効率化及び質の向上 ーDV・虐待相談対応の効率化及び質の向上 
　
　仙台市太白区では新しく任用されたDV ・虐待に対応する相談員が、一人で相談対応ができるようになる
　ためには相当の時間を要しています。AI等による相談対応のシミュレーションシステム等、相談員の業務
　効率化やスキルアップにつながる技術開発の提案を募集します。

開発する製品：こまっTeLL（コマッテル）

＜目的＞・新しく任用されたDV ・虐待に対応する相談員の業務効率化及びスキルアップ促進
 　 　　 ・相談記録の自動化及び効率化



相談時に利用している情報をインプ
ットとしてAIへ学習させる。

ナレッジベース データベース

入力された情報をソースとしてAIを利用して整備し、
ユーザーの様々な問い掛けへの回答のベースとする。

学習データ・ガイドライン

生成ＡＩ

相談者との相談内容をスマホ等で
録音。録音データをこまっTeLLに
読み込ませることで、内容をドキ
ュメント化及び要約を行う

面談記録作成

チャット及び発話にて相談シミ
ュレーションを実施。ナレッジ
ベースを介して、会話のような
文章で、相談者がしうる質問を
AIが提示する。

こまっTｅLＬ相談シミュレーション

開発の内容



実証実験の結果

「こまっTeLL」の利用により、相談記録作成の業務負担が大幅に軽減され、業務効率化・スキル向上・ス

トレス軽減に一定の効果が確認されました。

特に、相談記録作成時間の短縮（43.4%減）と修正時間の軽減（平均10.8分）が大きな成果として挙げら

れます。

また、7割のユーザーが業務ストレスの軽減を実感し、6割のユーザーがスキル向上の可能性を感じていま

す。このことから、「こまっTeLL」は単なる業務効率化ツールではなく、相談対応の質の向上にも貢献する

可能性があると考えられます。

一方で、ストレス軽減やスキル向上の実感には個人差があり、活用方法によって効果に差が生じていること

が課題です。

「相談記録作成」への活用は進んでいますが、「相談対応のスキル向上」については新任者不在の影響もあ

り活用例が少ない状況です。今後は、スキル向上や業務の高度化を支援する活用方法の検討が必要です。



今後の展開

１．2026年度は実績作りと事例獲得に注力し、2自治体との契約を目指す
２．2027年度は6自治体への拡大、2028年度には12自治体との契約を目標とする
３．ターゲット自治体は政令市・中核市を中心に、AI活用意欲の高い自治体を重点的に攻略する
４．予算確保のハードルを考慮し、自治体の予算編成サイクルに合わせた営業戦略を展開する
５．商談件数・成約率・契約継続率をKPIに設定し、売上目標達成に向けた営業・マーケティング　
　　施策を実行する
６．他課への製品展開を模索する


